
　
市
制
二
十
周
年
令
和
６
年
度
、
継
続
し

た
職
員
の
意
識
改
革
、
総
合
計
画
の
進
行

管
理
を
目
的
と
し
た
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

導
入
に
よ
る
さ
ら
な
る
財
政
健
全
化
を
目

指
し
、
未
来
へ
つ
な
げ
る
年
と
な
る
。

地
域
に
よ
っ
て
は
不
公
平
感
を
感

じ
て
い
る
市
民
も
い
ま
だ
少
な
く
な
い
。

よ
り
丁
寧
な
説
明
、
年
代
や
地
域
な
ど
の

属
性
を
超
え
て
市
民
全
体
が
意
識
を
一
つ

に
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
よ
う

な
対
応
は
。

現
在
様
々
な
媒
体
で
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
積
極
的
な
情
報

発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
本
市
の
課
題
へ

の
対
応
や
説
明
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
市

政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

職
員
の
意
識
改
革
、
職
員
の
作
業

改
善
十
か
条
の
浸
透
状
況
は
。
男
性
の
育

休
取
得
状
況
や
働
き
や
す
い
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
意
識
調
査
の

結
果
も
含
め
進
捗
状
況
、
成
果
、
今
後
の

課
題
は
。

徐
々
に
で
は
あ
る
が
職
員
の
意
識

は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
は
本
年
度
７
名

の
職
員
が
取
得
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
職

員
の
多
様
な
働
き
方
実
現
の
た
め
、
定
員

管
理
計
画
の
見
直
し
で
職
員
を
増
員
。
職

員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

遭
っ
た
」
と
回
答
し
た
職
員
が
増
加
、
要

因
を
分
析
し
必
要
な
対
策
を
進
め
る
。

学
校
や
施
設
の
統
廃
合
、
部
活
動

地
域
移
行
等
、
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
て

い
く
必
要
性
、
方
向
性
に
つ
い
て
。

地
域
課
題
が
多
様
化
す
る
中
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
市

民
と
一
緒
に
考
え
、
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
職
員
を
対
象
と
す
る
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
育
成
は
県
職
員
研
修
を
活
用

し
、
能
力
取
得
及
び
向
上
に
努
め
る
。
ま

た
、
市
民
向
け
人
材
育
成
も
進
め
る
。

様
々
な
方
法
に
よ
り
市
民
の
意
見
を
聞
き
、

市
民
の
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。

協
働
セ
ン
タ
ー
の
本
来
業
務
体
制

の
見
直
し
等
、
今
後
の
市
民
協
働
に
対
す

る
考
え
方
は
。
公
共
施
設
の
利
用
方
法
、

在
り
方
の
再
検
討
、
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
は
。本

年
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
概
要
を
ま
と
め
た
リ
ス
ト

を
作
成
。
地
域
と
の
新
た
な
マ
ッ
チ
ン
グ

に
つ
な
げ
る
よ
う
中
間
支
援
組
織
で
あ
る

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
「
協
働
に

よ
り
『
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た

い
』
地
域
づ
く
り
を
実
現
で
き
る
ま
ち
」

を
目
指
し
て
取
り
組
む
。
公
共
施
設
の
目

的
外
の
使
用
許
可
は
、
現
在
、
行
政
財
産

の
目
的
外
使
用
許
可
事
務
取
扱
要
領
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。
策
定
後
は
共
通
基
準

に
基
づ
き
申
請
手
続
等
が
以
前
よ
り
分
か

り
や
す
く
な
り
、
公
共
施
設
を
利
用
し
た

市
民
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
地
区

セ
ン
タ
ー
は
利
用
団
体
登
録
を
実
施
し
、

適
正
な
利
用
と
な
っ
て
い
る
か
確
認
及
び

是
正
指
導
を
進
め
る
。
都
市
公
園
は
、
使

用
者
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
安
全
に
使
用

さ
れ
周
辺
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
内
規
を
ま
と
め
て
い
る
。

北
幼
稚
園
の
建
替
え
、
お
お
ぞ
ら

認
定
こ
ど
も
園
の
民
営
化
後
、
各
園
の
経

営
状
況
が
平
準
化
さ
れ
る
た
め
に
、
保
護

者
へ
の
積
極
的
な
情
報
提
供
、
通
園
の
距

離
を
補
う
送
迎
制
度
導
入
等
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
の
幼
保
体
制
維
持
は
。

市
内
17
園
は
食
育
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
特
色
が
あ
る
。
園
の
魅
力
、
特
色
を
う

ま
く
発
信
で
き
る
も
の
、
誰
で
も
通
園
制

度
も
令
和
８
年
度
か
ら
の
本
格
導
入
に
向

け
国
の
状
況
を
把
握
し
各
園
と
協
議
し
進

め
る
。
少
子
化
に
よ
り
利
用
定
員
に
満
た

な
い
園
は
、
利
用
定
員
見
直
し
を
行
い
、

経
営
状
況
の
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。
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